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元々の婦人保護施設は売春防止法を設置根拠として、困難を抱える女性の支援にあたっておりまし
たが、DV防止法の制定、ストーカ規制法の改正等により支援対象が広がり、また、抱える課題
は、精神的・知的障害を抱え、虐待や生活困窮、家庭崩壊と、高度化・多様化、そして支援の個別
化が必要とされてきています。これに対応するため施設の人員配置や財政基盤の確保、人材の育成
や情報収集への対応が必要ですが、当園では今できることを精一杯頑張っている現状です。第三者
評価を受審することにより、今やる課題が更に明確になり、次のステップに進むことができると感
じます。しかし、同じ婦人保護施設でも入所者の状況によって個々の施設に求められているものが
違います。「絶対こうであらねばならない」という理想とされる評価項目の弾力性と評価の対応が
求められるのではないでしょうか。

評価確定公表日 令和

　※　受審した施設からのコメント

職員の皆様からの聞き取りを通じて、日々利用者に寄り添った支援を展開されていることがよく理
解できました。それぞれのサービス提供においては、基本方針にある「利用者の意思の尊重」、使
命にある「入所者と真摯に向き合う」「気持ちに寄り添います」を具現化したものであるといえま
す。特に、利用者の要望に対して情報共有し対応しており、結果として職員と利用者の信頼関係が
醸成されていく過程を理解することができました。今後は現場で行われているこういった素晴らし
い取り組みについて文章化し、担当が代わっても利用者に対して同じ質のサービス提供ができる体
制となることを期待しております。

　Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

　Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

現在2世帯の入所者。「職員就業状況」に関して、現在「目標管理」を導入しようとしています。
福利厚生面では、年1回の定期的、又は必要に応じた面談により職員の意向把握。福利協会や医療
事業団への加入、資産形成のための財形貯蓄制度を導入。一定年齢からの定期健康診断や人間ドッ
グ受審補助も実施されています。「安全管理面」では、緊急時、災害時などの安全確保の整備がな
され取り組みが万全になっており、利用者アンケートでも「安全なところ」になっています。「地
域との交流」では、関係機関との連携が確保され適切に行われていますが、いわゆる地域交流など
の取組みはなく、１回目受審同様、実習生･ボランティア受け入れにも取り組んでいません。今後の
婦人保護事業の発展を祈ります。

　Ａ　 利用者の尊重、日常生活支援サービス

理念や基本方針に利用者を尊重したサービスの実施について明示し、入所時に措置権者
からの情報に基づき、入所者の意向を取り入れ「自立支援計画」作成に取り組まれてい
ます。また、サービス向上のため、定例会（定期的な指導員と入所者の面接会）、アン
ケート調査、個別面接等によりニーズの把握に努め、出された要望については毎朝の
ミーティングや給食会議、女性相談所との合同検討会等で検討し、できるだけその後の
支援に反映されるように努められています。利用者を尊重したサービス提供について、
組織内で共通の理解をもつための取り組み、サービス実施マニュアルの内容を具現化に
向け整備され、職員の支援内容が共有化され施設全体のサービス向上に繋げられること
を期待します。

 ２回目(５年前)受審。「理念･基本方針」は以前と同じであり、事務所･廊下の掲示板で確認されま
すが、職員の行動規範となるよう具体的内容の記載や、利用者へ理解されるようなわかりやすいも
のにするなど、周知状況を確認する継続的取組みの工夫が必要です。「計画の策定」では、中・長
期計画の策定の中に、施設サービス独自内容の手順書等の継続的な取組みが考えられます。施設に
おける中長期計画を策定し職員と共に課題を共有しながら見直しを中心に解決に向けた取組みを望
みます。「管理者の責任とリーダーシップ」では、施設長が法人本部と施設の役割を兼任されてお
りますが、特に施設長会議や職員会議等を通じて経営や業務の効率化と改善に向けた取り組みに努
めています。今後も、法人・施設経営や効率化の課題など改善に向けた更なる取り組みを期待しま
す。
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【婦人保護施設版　評価結果表】

◆　細目の評価結果（基本評価53項目）

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見

① ａ 「要保護女性の自立支援」の設置理念が明
文化され掲示されています。

② ｂ
利用者の意志尊重、安全確保とプライバシーの保護、就労支
援等が明示されており、利用者により添い、丁寧な対応、前
向きな力を信頼し、地域の中で自信を持って踏み出せるよう
読み取ることができますが、職員の行動規範も必要になりま
す。

”職員の行動規範”の定義があいまいであり、当法人
においては、職員人事評価実施要綱における第７条
及び別表、陽光園管理規定第４条に規定されている
ものと同等と考えます。

① ｂ
理念や基本方針を目につきやすい場所に掲げて
いたり、リーフレットにも明示していますが、
今後、職員共有の気づきが得られるよう常に確
認と、その継続性が求められます。

職員の気付きにつながるように、定期的に朝の
職員会議等において確認してまいります。

② ｂ
理念や方針を利用者が目にしていますが、更に
利用者等に、説明と理解を深めてもらうよう継
続的に配慮しながら取り組む必要があります。

入所時等に理念・方針について説明しているほ
か、必要に応じて定例会等の機会に改めて説明
し、理解が進むように努めます。

① ｂ
法人の人件費等の試算・分析の中･長期計画は策
定されていますが、今後、サービスの質向上に
寄与する施設独自の中長期計画を望みます。

現行では、当時職員間で議論を重ねて策定した指定管理期間
(平成28年度～令和2年度度:５年間)の中長期計画が運用され
ております。これは、平成27年開催された大学教授等で構成
される県指定管理者選定委員会において最高の評価を受けて
おります。また、次期指定管理に向けては、これを踏まえて
２年間の中期計画を策定し選定委員会に提出する予定となっ
ております。

② ｂ
各年度の事業計画は法人の中長期計画策定時に
見直されていますが、サービスの質向上の観点
から年度目標の設定を望みます。

各年度の事業計画が具体的に実行されるように
すると共に、次年度の事業計画策定時に当該年
度の反省点を踏まえ改善に努めます。

項　　　　　目

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

　1　理念・基本方針

　2　事業計画の策定

法人や施設の理念が明文化されている。

法人や施設の運営理念に基づく基本方針が明
文化されている。

(1) 理念、基本方針が確立されている。

理念や基本方針が職員に周知されている。

理念や基本方針が利用者等に周知されてい
る。

(1) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

中・長期計画が策定されている。

中・長期計画を踏まえた事業計画が策定され
ている。
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【婦人保護施設版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

① ａ 事業計画の策定・見直しは、職員参画で策
定・実施され、組織的に行われています。

② ｂ
各計画は毎年度予算書と共に作成されてい
ますが、会議等の中での理解を深めるため
の継続的な取組みが求められます。

職員会議等を通じて事業計画の理解を深め、改
善に繋げてまいります。

③ ｂ
定期の面談等を通じて利用者等に示してい
ますが、定例会等を通じて確認したり理解
を深めるための取組みを望みます。

定例会等を通じて事業計画を提示し、利用者の
計画への理解を深めてまいります。

① ｂ
事務分掌で管理者の役割が明記されていますが、例え
ば、責任者不在の場合、次の責任者の危機管理に対す
る職員の氏名等、その役割と責任をよりわかりやすく
表明することが望まれます。

物理的な責任者不在の際の対応は、危機管理時
における職員の対応マニュアルに明記してまい
ります。

② ｂ
遵守すべき法令等の理解には配慮しています
が、自施設の規程等を整備し、常に最新の情報
となるよう法令等への取組みを望みます。

今後ともタイムリーに、必要な規程等の整備・
改正を行ってまいります。

① ａ
質の向上に向けて組織として指導力を発揮して
います。職員の知識や経験を十分に活かしなが
ら指導力の発揮をしています。

② ａ
理念や基本方針の実現に向けて、人事、労務、
財務等、それぞれの視点から常に検証を行い、
経営や業務の効率化と改善に向けた具体的な取
組をしています。

① ｂ
入所者の確保については、女性相談所の一時保
護所における動向把握に努めたり、措置権者に
要望したりしていますが、今後とも施設利用者
の安定的確保に努めるよう望まれます。

母子家庭が減少しているわけではないので、措
置権者である県女性相談所に働きかけながら、
必要な保護の充実に努めます。

　3　管理者の責任とリーダーシップ

　1　経営状況の把握

管理者自らの役割と責任を職員に対して表明
している。

遵守すべき法令等を正しく理解するための取
組を行っている。

(2) 事業計画が適切に策定されている。

事業計画の策定が組織的に行われている。

事業計画が職員に周知されている。

(1) 管理者の責任が明確にされている。

質の向上に意欲を持ちその取組に指導力を発
揮している。

経営や業務の効率化と改善に向けた取組に指
導力を発揮している。

(2) 管理者のリーダーシップが発揮されている。

事業計画が利用者等に周知されている。

事業経営をとりまく環境が的確に把握されて
いる。

Ⅱ　組織の運営管理

(1) 経営環境の変化等に適切に対応している。
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【婦人保護施設版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

② ａ
毎年度決算のとりまとめ時に経営状況を徹
底分析し、課題の把握と改善に向けた取り
組みを行っています。

③ ｃ 外部監査については、今後も実施予定はあ
りません。

第三者評価以外は、県の指定管理費用で認めら
れておりません。

① ｂ
必要な人材や人員体制に関する基本的な考え方や、人
事管理に関する方針は認識されていますが、各資格取
得や職員の学習等のキャリア形成は今後の課題になり
ます。

職員の各資格取得や学習等のキャリア形成の必要性は認識し
ており、各運営施設単位で組織的に全国の各種研修への参加
を促しております。しかし、個人の資格取得に対する費用助
成については財政的に難しいと考えます。

② ｂ
客観的基準に基づき効果基準の設定を行っ
ていますが、その内容について検討中で
す。目標管理に期待します。

能力管理、目標管理の手法で人事評価を行って
いますが、評価内容の職員への浸透や絶対評価
の確立等について、今後も検討してまいりま
す。

① ａ
年1回の定期的職員面談の実施、都度の必要に応
じた面談により職員の意向把握に取り組んでい
ます。改善点には努力をしています。

② ａ
福利協会や医療事業団への加入、資産形成のた
めの財形貯蓄制度を導入。一定年齢からの定期
健康診断や人間ドッグ受審補助も実施されてい
ます。

① ｂ
令和2年度職員研修計画で基本方針(複雑化への
対応)が明示されていますが、知識技量の実効性
の高い研修の実施が求められます。

より高い効果のある研修等の情報収集に努めま
す。

② ｂ
入所者2人に対して指導員が少数人数で接してい
ますので、特にOJTに力を注いでいます。外部に
よる研修は計画に基づいています。

より高い効果のある研修等の情報収集に努め、
参加するようにします。

③ ｂ
外部研修の成果は、復命書による会議等で
の報告で発表されていますが、次の研修計
画への反映の仕方を望みます。

より高い効果のある研修等の情報収集に努めま
す。また、継続的な研修内容（テーマ）の深掘
りも必要であると考えます。

　2　人材の確保・養成

経営状況を分析して改善すべき課題を発見す
る取組を行っている。

外部監査が実施されている。
※社会福祉法人のみ対象（他は評価外）

(1) 人事管理の体制が整備されている。

必要な人材に関する具体的なプランが確立し
ている。

人事考課が客観的な基準に基づいて行われて
いる。

(2) 職員の就業状況に配慮がなされている。

職員の就業状況や意向を把握し必要があれば
改善する仕組みが構築されている。

職員の福利厚生や健康の維持に積極的に取り
組んでいる。

(3) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示さ
れている。

個別の職員に対して組織としての教育・研修
計画が策定され計画に基づいて具体的な取組
が行われている。

定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直
しを行っている。
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【婦人保護施設版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

① ｃ 実習生の受け入れは行われていません。

DV被害者の一時保護所と同一の建物のため、実
習生の受入は困難です。

① ａ
建物の3階に位置していること。緊急時･危機対
応マニュアルが整備され職員等が具体的事例で
戸惑うことがないよう配慮されています。

② ａ
指導員が利用者に具体的事例に直面した時
に戸惑うことがないよう個別指導等積極的
に取り組んでいます。

② ｂ
利用者の安全を脅かす事例収集に努めています
が、今後、組織内でのリスクを共有すること、
その要因分析と対応策等の検討が求められま
す。

収集した事例に対する対応の、職員間での共有
とまとめ方に努めてまいります。

① ｃ 地域との関わりはありません。

一時保護所と一体の現状では困難です。

② ｃ 施設を地域に還元することもありません。

一時保護所と一体の現状では困難です。

③ ｃ ボランティアの受け入れもプライバシー保護の
観点から受け入れていません。

一時保護所と一体の現状では困難です。

① ａ
関係機関との連絡方法を示す組織図、電話
番号等が整備されており、それらの情報を
職員間で共有しています。

　4　地域との交流と連携

　3　安全管理

(4) 実習生の受入れが適切に行われている。

実習生の受入れと育成について基本的な姿勢
を明確にした体制を整備し、積極的な取り組
みをしている。

(1) 利用者の安全を確保するための取組が行われている。

緊急時（事故、感染症の発生時など）におけ
る利用者の安全確保のための体制が整備され
ている。

利用者の安全確保のためにリスクを把握し対
策を実行している。

(1) 地域との関係が適切に確保されている。

災害時に対する利用者の安全確保のための取
り組みを行っている。

利用者と地域との関わりを大切にしている。

施設が有する機能を地域に還元している。

ボランティア受入れに対する基本姿勢を明確
にし、体制を確立している。

(2) 関係機関との連携が確保されている。

必要な社会資源を明確にしている。
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【婦人保護施設版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

② ａ
女性相談所のネットワークを活用した関係機関
との具体的な課題検討の実施や、運営協議会の
開催による連携の機会を確保し、具体的検討を
行っています。

① ｃ
法人の取り組みは拡張されていますが、婦
人保護施設としての地域の福祉ニーズの把
握はなされていません。

施設は県有施設であり、県事業の運営を委託されてお
ります。よって、地域は県単位と考え、連携関係機関
からのニーズの把握に努めております。近隣の町内会
などのニーズは把握していません。

② ｃ 従って、婦人保護施設しての地域の福祉
ニーズに基づく活動もありません。

必要なものと考えていません。

① ａ
定例会等により利用者のニーズを把握し、要望
については毎朝のミーティングや引き継ぎ、諸
会議により共通の理解に取り組んでいる。

② ｂ
「個人情報保護に関する要綱」を制定し、職員
に周知し、プライバシー保護に努めていますが
マニュアル等の整備が望まれます。

要綱以外のマニュアル・事例集は、既存のもの
の活用を考えます。

① ｂ
定例会（月１回の面接会）、個別面談、アン
ケート調査等で利用者の意見や満足度を把握し
ていますが、結果に対し迅速な取り組みが望ま
れます。

要望等を把握する仕組みは構築されているの
で、できる範囲で対応してまいります。

① ｂ
相談内容によって相談相手を選択できるよう配
慮されておりますが、わかりやすく説明した文
書の作成や意見箱等の設置による更なる環境整
備が望まれます。

入所者数も少数であり要望等を把握する仕組み
は構築されているので、具体的な事例集やマ
ニュアルの作成、意見箱の設置等は考えていま
せん。

② ｂ
苦情解決の体制（苦情解決委員会規程）を整備
し、入所時に仕組みを説明・掲示板に貼り出す
等の仕組みは確立されていますが、利用者が苦
情を出しやすい工夫が望まれます。

個別の苦情については職員が定例会等で把握
し、迅速に対応しております。

利用者満足の向上を意図した仕組みを整備
し、取り組みを行っている。

(2) 利用者満足の向上に努めている。

関係機関等との連携が適切に行われている。

(3) 地域の福祉向上のための取組を行っている。

地域の福祉ニーズを把握している。

地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が行わ
れている。

利用者を尊重したサービス提供について共通
の理解を持つための取組を行っている。

利用者のプライバシー保護に関する規程・マ
ニュアル等を整備している。

(1) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

　1　利用者本位の福祉サービス

利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備
している。

苦情解決の仕組みが確立され十分に周知・機
能している。

(3) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。
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【婦人保護施設版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

③ ｂ
利用者からの意見・要望等は、定期的な面接会・アン
ケート調査・個別面接等で把握し毎朝のミーティング
等で協議し迅速に対応しておりますが、意見箱の設置
やマニュアルの整備が望まれます。

入所者数も少数であり要望等を把握する仕組み
は構築されているので、具体的な事例集やマ
ニュアルの作成、意見箱の設置等は考えていま
せん。

① ａ
毎年定期的に自己評価を行っており、指定管理
者指定期間最終年度には第三者評価も受審する
等、組織的に機能している。

② ｂ
評価結果を分析し、取り組むべき課題を明確に
しているが、課題の文書化や標準的な実施方法
等による共有化が望まれます。

具体的な課題の文書化を検討し、職員間での意
識の共有化に努めます。

① ｂ
個々のサービスについて実施方法を文書化して
おりますが、標準的な実施内容・手順について
職員に周知され共有化が図られる事が望まれま
す。

既存の「サービス実施マニュアル」、「秋田県
陽光園支援業務内容」を、より具体的に再編集
してまいります。

② ｂ
定期的に検証し、必要な見直しを実施していま
すが、サービス実施マニュアルを整備し標準的
な実施方法の確立が望まれます。

既存の「サービス実施マニュアル」、「秋田県
陽光園支援業務内容」を、より具体的に再編集
してまいります。

① ｂ
統一した様式で記録されており、職員によるば
らつきが生じないよう取り組んでいますがパソ
コンのネットワークシステムの利用等による共
有化の仕組みが望まれます。

セキュリティの関係から、ネットワークでの利
用は考えておりません。

② ｂ
個人情報保護規程等により、適切に管理さ
れておりますが、職員に対する教育や研修
の実施も望まれます。

個人情報保護に関する研修等の開催を検討して
まいります。

③ ｂ
利用者の状況に関しては、朝の会、引き継ぎ
等、会議を通して共有化に取り組んでおります
が、具体的な取り組みが望まれます。

具体的に取り組んでおりますので、これ以上の
対応は必要ないと考えます。

利用者からの意見等に対して迅速に対応して
いる。

サービス内容について定期的に評価を行う体
制を整備している。

評価結果に基づき組織として取り組むべき課
題を明確にし、改善策･改善実施計画を立て
実施している。

(1) 質の向上に向けた取組が組織的に行われている。

　2　サービスの質の確保

個々のサービスについて標準的な実施方法が
文書化されサービスが提供されている。

標準的な実施方法について見直しをする仕組
みが確立している。

(2) 個々のサービスの標準的な実施方法が確立している。

利用者に関するサービス実施状況の記録が適
切に行われている。

利用者に関する記録の管理体制が確立してい
る。

利用者の状況等に関する情報を職員間で共有
化している。

(3) サービス実施の記録が適切に行われている。

6



【婦人保護施設版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

① ａ
利用開始については、希望に添って支援計
画が作成され、サービスや情報提供がされ
ております。

② ｂ
利用者の意向を確認し同意を得るに当た
り、よりわかりやすくなるような工夫や配
慮をした説明が望まれます。

入所時の際に使用する「陽光園のしおり」の内
容について、今後も適宜、より分かりやすいも
のに改善してまいります。

① ｂ
保護施設として、関係機関との連携構築を図り継続したサー
ビスの提供に取り組んでいますが、退所者に対するアフター
サービスの書面による同意確認や窓口（担当者）設置等の説
明書類の配布等による配慮が望まれます。

アフターケアーを望む入所者は少数であることから自
主事業として対応していますが、国に対して措置費対
象となる１０人以上の枠組み撤廃を要望しておりま
す。

① ｂ
サービス責任者を選任し、定期的な見直しや利用者の
状況に応じて見直した支援に取り組んでいますが、手
順を実施マニュアルに明記し、共有されることを望み
ます。

既存の「サービス実施マニュアル」、「秋田県
陽光園支援業務内容」を、より具体的に再編集
して対応します。

① 　ｂ
課題であるサービス責任者を選任され、アセスメント結果に
沿って課題解決のための目標とその達成に向けた対応策を策
定し職員間で情報共有するよう取り組みが見られますが、同
意を含め手順の明記が望まれます。

既存の「サービス実施マニュアル」、「秋田県
陽光園支援業務内容」を、より具体的に再編集
して対応します。

② 　ｂ
支援計画の見直しについて、見直しを行う時期、検討
会議、利用者の意向把握と同意を得るための手順等、
組織的な仕組みをマニュアルへ具体的な明示がなされ
ることを望みます。

既存の「サービス実施マニュアル」、「秋田県
陽光園支援業務内容」を、より具体的に再編集
して対応します。

　4　サービス実施計画の策定

　3　サービスの開始・継続

(2) 利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

サービス実施計画を適切に策定している。

定期的にサービス実施計画の評価・見直しを
行っている。

利用希望者に対してサービス選択に必要な情
報を提供している。

サービスの開始にあたり利用者等に説明し同
意を得ている。

(1) サービス提供の開始が適切に行われている。

施設の変更や家庭への移行などにあたりサー
ビスの継続性に配慮した対応を行っている。

(2) サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

定められた手順に従ってアセスメントを行っ
ている。

(1) 利用者のアセスメントが行われている。
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【婦人保護施設版　評価結果表】

◆　細目の評価結果（内容評価24項目）

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見

① a
毎月の定例会で表明する機会を設けているほか、個人面談や、交換日記を介して
など、さまざまな方法で利用者さんが意見を表明する機会を設けています。職員
の方はその訴えを受け止め、共有したうえで、可能なことには応えるようにして
いる姿勢も認められました。

② a
毎月利用者と職員の定例会を開催し、お互いに意見交
換をし、要望に関しては職員が共有し検討したうえで
利用者にフィードバックされています。

③ a
毎月支援の振り返りを行い、その都度必要としている
ニーズ把握に努められています。それをもとに情報提
供を行い、利用者とともに今後どうしていくのか考え
支援につなげられています。

④ c
毎日の打ち合わせや職員会議で取り上げ、行われてい
ないことを確認するシステムができています。このシ
ステムを管理規定やマニュアルに明文化することで、
より徹底されることになりますので検討ください。

既存の「サービス実施マニュアル」、「秋田県
陽光園支援業務内容」を、より具体的に再編集
して明文化に対応します。

⑤ a
就業規則にうたわれており、職員の意識が高いこと、利用者
にも自分自身を守るための方法を伝えており、利用者自身が
侵害を受けた際に解決できた事例もあることから十分な取組
みであることが確認できました。

⑥ a 他の利用者の妨げにならない範囲で認めら
れ保障されています。

① a
電子レンジなどハード面の充実はもとより、定期的に
嗜好調査を行い、それを反映した食事提供を行ってい
ることが確認できました。

② a 利用者の勤務時間に合わせた対応が図られ
ています。

③ a
朝食をとることができるように起床が遅ければ声掛け
をしたり、間食についても支援しており、職員の細や
かな配慮が確認されました。

項　　　　　目

利用者自身が自分達の生活全般について自
主的に考える活動（施設内の自治会活動
等）を推進し、自立に向けて積極的に取り
組めるよう支援している。

施設生活全般について、利用者が自由に意
見を表明する機会を設け、それに応えてい
る。

Ａ－1　利用者の尊重

Ａ－2　日常生活支援サービス

施設の行う援助について利用者に対して適
切な情報提供を行い、利用者が自らの意志
を決定できるように支援している。

職員は、セクシャルハラスメント行為等に
より、利用者の生活環境が害されることが
ないように取り組んでいる。

Ａ－1－（1）利用者の尊重

Ａ－2－（1）　食生活

職員が利用者に対して二次的被害に及ぶ言
動等を行わないよう徹底している。

利用者の状況に応じて食習慣を習得するた
めの支援を適切に行っている。

食事をおいしく楽しく食べられるよう工夫
し、栄養管理にも十分な配慮を払ってい
る。

利用者の状況や希望に応じて食事の時間が
設定されている。

利用者個人の思想や信教の自由は、他の利
用者の権利妨げない範囲で保障されてい
る。
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【婦人保護施設版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

① a
建物の構造上、階段を使わなければならないという部
分はありますが、居室は冷暖房を完備しており、プラ
イバシーに配慮された構造となっております。

① a 毎日入浴ができ、シャンプー等に関しては利用者の好
みを反映したものを個別に提供されています。

① a
婦人保護というサービスの特性上、家族との関係再構
築が難しいことが多いようですが、関係機関と協働し
できることに関して十分手を尽くしていることがうか
がえました。

② a
関係機関と協働し、入所時はもとより退所
後も希望する利用者へ支援を行っていま
す。

① a
利用者の意見を取り入れ、調理実習や卓球、切り絵など様々
な取り組みを職員とともに行っています。誕生日にはケーキ
を用意してお祝いするなど、個々への配慮も十分であること
が確認できました。

② a
体調の変化があった際は職員に相談できる体制が整っ
ており、必要に応じて利用者の希望を確認したうえで
関係機関の心理士や看護師の支援も受けられることが
できることが確認できました。

③ a
調理スキルを学びたいという要望に応え調理実習を実
施したり、食堂や居室の清掃を通じて生活スキルが向
上するよう職員寄り添いながら支援を行っています。

④ a
個別の相談に応じるための相談室を備えており、安心して相
談できる体制が整えられています。職員の「この人に話して
も…」と思われないように支援しているという聞き取りから
も、寄り添った相談体制であることが確認できました。

⑤ a
関係機関との合同カンファレンスを毎月実施し、支援
の確認を行っています。利用者には医師や心理士など
外部の支援も受けられることを情報提供しています。

利用者が自らの健康について理解を深める
ような支援を行っている。

Ａ－2－（2）住生活

Ａ－2－（3）入浴

利用者と、他者との関係調整のための支援
を行っている。

入浴の支援は、利用者の状況や希望を反映
して行われる。

Ａ－2－（4）他者との関係調整

居住等施設全体が、生活の場としての快適
さに配慮したものになっている。

利用者が新しく生活立て直すために、十分
な相談体制をとっている。

行事などのプログラムは、利用者が主体的
に関わることが出来るように計画・実施さ
れている。

利用者と家族との関係再構築のための支援
を行っている。

Ａ－2－（5）自主性･自律性を尊重した日常生活

個別に応じ、利用者への衣食住に関する生
活スキル向上の支援を行っている。

婦人保護施設の利用者の特性により生じる
心理的な課題を持つ利用者に対して心理的
な支援を行っている。
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【婦人保護施設版　評価結果表】

評価結果 優れている点・改善を求められる点 評価結果に対する事業者からの意見項　　　　　目

⑥ a
ハローワークを活用し、就職先の開拓を行っていま
す。職場訪問等、就職先との連携に関しては利用者の
意向を尊重して進められており、適切な対応をされて
います。

⑦ a
行政機関への書類申請の際には職員が同行し、利用者
の不安感を軽減しています。退所後の生活場所にある
社会資源についての情報提供も行われています。

⑧ b
利用者の理解度に合わせた学習会の必要性から、女性相談所
の心理士による学習会を行っています。職員の学習会を含め
十分とは言えないことを自覚されており、今後医師や保健師
と協力してさらに理解度を深めていくことを期待します。

今後、専門家（医師・保健師等）による学習機
会を設けることを検討します。

⑨ a
家計簿をつけることを通じ、金銭管理、使い方等、経済観念
が身に付くよう取り組んでいます。貯金するという目標を設
定することで、より効果が上がっています。数字が苦手な利
用者には個別に算数学習の支援を行っていることが確認でき
ました。

⑩ a
債務関係の確認から返済計画、返済まで利用者に寄り
添い支援しています。必要に応じ、関係機関や法テラ
スの協力を仰ぎ債務処理の支援を行っていることが確
認できました。

① a
職員が同行し住基ブロックの申請を行っています。緊
急時には警察の協力を得られる体制となっており、利
用者の安全確保は適切に行われていることが確認でき
ました。

金銭の管理や使い方など経済観念が身につ
くよう支援している。

夫等の暴力により保護者を必要とする利用
者の安全確保を適切に行っている。

Ａ－2－（6）利用者の安全の確保

利用者に対する債務処理のための支援を
行っている。

利用者の職業能力開発や就労支援を行って
いる。

利用者が必要に応じて社会資源を有効に利
用できるように支援を行っている。

利用者が性について理解を深めるための取
り組みを行っている。

10


